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験(Coef)をそれぞれ 29 日 0 時まで行い、両


































図 3 第 3 サイクルにおける接線方向平均場。(a) Coef
における接線風速（陰影）、動径風速及び鉛直風速（矢
印）。単位は m/s。(b) モデルの基本場からの温位偏差 









方根が 19.4 km であったのに対し、Coef 実
















予報期間は 36 時間とした。(I)F_NoCoef: 
NoCoef の同化結果を初期値として予報。
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